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1 プロジェクトの概要

①概要

造船業や水産業など長崎の経済を長年支えてきた基幹産業を取り巻く環境は、時代と

ともに大きく変化し、厳しい状況にある。一方で、近年、 A 1技術の研究開発拠点等の

IT関連企業の立地が相次いでおり、地場企業にとって協業による新たなビジネスチャ

ンスが生まれている。今後も地域経済の継続的な発展を図るためには、こうした動きを

捉え、.新たな産業の"種"を見つけ、育てていく必要がある。

また、高齢化や後継者不足が深刻化している第一次産業においては、新たな知見や技

術を導入し、持続可能な新しい形の産業を育てる必要がある。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響やDX推進二ーズの高まりなどの社会情勢も

踏まえ、様々な分野で課題解決に資する新たな産業を創出し、まちの経済の活力維持と

働く場としての魅力向上を図る。

②'主な取り組み内容

①医療、海洋産業など、すでにある

長崎の「強み」を産業に育てる

項目

②新たな「強み」を見出す

③新しい形の第一次産業を育てる

③到達目標(令和4年末)

・すでにある知見やノウハウなどの最適な組み合

わせを模索し、産業化を後押しする。

・クルーズ船メンテナンス事業を推進する。

①造船業で培ってきた技術を活かし、ク

ルーズ船メンテナンス事業を推進す

る。

企業や事業者、大学等の様々な主体が持つ知見

やノウハウなどを把握する。

知見やノウハウなどの最適な組み合わせを模索

し、産業化を後押しする。

内容

②県外企業・大学、地場企業など様々な主

体が持つ知見やノウハウなどを把握し

それらを組み合わせることで、これま

で長崎で生産していなかった新たな製

品やサービスを創出し、雇用の創出や

地域経済の活性化を図る。

目標

・長崎に合った第一次産業の姿を探す。

・新技術や未利用資産を活用するなど、新たな展

開を後押しする。

長崎でのクルーズ船のメンテナンス事業の

受注件数

0件(H 30年)⇔ 1件(R4年)

成果指標

県外企業・大学と地場企業等との協業によ

る新たな製品・サービスの事業化の件数

0件(H 30年)⇔ 1件(R4年)



③第一次産業が抱える長崎特有の課題
を、民間企業や研究者等とともに解決

し、長崎に合った仕組みを構築する。

目標

2 長崎の「強み」を産業に育てる取り組み

a)地場企業、'誘致企業等のマッチング

ア株式会社デンソーウェーブと行政のマッチング

課題解決に向けた取り組みに係る実証実験数
0件(H 30年)才 1 件(R 4年)

内容

成果指標

長崎市職員を対象に槻デンソーウェーブの事業説明会を開
催し、同社の持っQRコード技術の活用にっいて検討を図
る。

開催日令和元年12月24日
回耳回

乎獣
内容、同社事業説明及ぴ各所属との意見交換

参加者 40人

主催長崎市

※QRコードを活用した伊王島の主要観光施設の情報発

信、スタンプラリー等のアプリ製作の事業化が(文化観

光音円進行中。

【参考】

名称総デンソーウェーブ
「長崎ソリューション却開発センター」

場所出島町2-11 出島交流会館10階

開設令和元年11月

概要地域が直面する具体的な社会課題の解決に向けた
システム開発を目的に、株デンソーウェーブとして

全国で初めて開設した拠点。産学官の連携による
地域の課題解決を目指している。

実績

※1 ソリューシヨン

顧客の抱える問題、課題を解決したり、要望・要求を満たすことができる製品やサービス、
あるいはそれらの組み合わせの二と。
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イ長崎オープン・ハックフェスト

内容

長崎県・長崎市の誘致企業である富士フイルムソフトウエア

槻が主体となり、長崎においてΠを盛り上げるイベント。

(長崎市は後援・共催)

イベント

イメージ

【令和元年度】

開催日令和元年1 2月7日(土)~8日(日)

内容長崎ならではのA1ソリューションを生み出す

アイデアソン却・ハッカソン※2

参加者学生22人、

地場企業8社15人、誘致企業5社6人

主催富士フイルムソフトウエア繍

実績

U

Ⅱ.

【令和2年度】

開催日令和2年1 2月5日(土)~6日(日)

内容「九州+AI+10Tで何が生まれるか?」をテーマ

としたアイデアソン・ハッカソン(オンライン)

及び講演会

参加者学生10人

地場企業2社4人、誘致企業3社7人

主催富士フイルムソフトウエア欄

1 アイデアソン

アイデアσdea)とマラソン(M討athon)を掛け合わせた造語で、ある特定のテーマにつ

いて多様性のあるメンバーがまり、対話を通じて、新たなアイデア 1出やアクションプラ

ン、ビジネスモデルの構築などを短期間で行うイベントのこと。

※2 ハッカソン

ハック(Hack)とマラソン(Marathon)を掛け合わせた造語で、エンジニア、デザイナー、

プランナー、マーケティターなどがチームを作り、与えられたテーマに対し、モれぞれの技

術やアイデアを持ち寄り、短期間(1日~1週間程度)に中してサービスやシステム、ア

プリケーションなどを開発(プロトタイプ)し、成果を競う開発イベントのこと。

、
冒

ず為



ウ ながさき企業交流会

長崎市内に研究開発拠点を設置した誘致企業と地場企業に
内容よる交流会を開催することにより、協業による新たなビジネ

ス創出に向けた機運の醸成を図る。

イベント

イメージ

実績

開催日

内容

誘致企業

工

令和2年1月20日

誘致企業の事業説明、

誘致企業と地場企業の個別面談

京セラコミュニケーションズ嶋、ビーウィズ欄
繍二ーズウェル、欄デンソーウェーブ

欄セイノー情報サービス
41社 68人

長崎市

長崎大学

地場企業

主催

報データ科学部「実社会課題解決プロジェクト」への参画

長崎大学情報データ科学部の学生が、企業や自治体等と連携
して、実社会における課題を発見・解決していく実践的な取

り組みに参画し、産学官連携による人材育成を図る。
内容

イベント

イメージ

それぞれの組畑にとってのメリツトは?

実社会で活できる

人貝オ育

企業

実績

協力内容

相怠が抱える課厘を解決
産業の庸性'ヒ
企柴間や自泊休,大掌との楠のつなが0
優秀な人財をりクJしート
将釆的な共同研究への発展

大学

自1台体

社会との接続
専門性を応用
学ぶ意蔑を確立

自身の成長

'運

■翻1

参画企業数

具体的な課題の提供、課題解決に必要なデータ
の提供、学生の評価指導に関する助言、学生と

の連絡及び各種調整

R 2年度:1 9社、 R3年度:20社
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オ医工連携に関する長崎大学との意見交換

内容
医工連携による新産業の創出に向けた現状や今後の可能性

等について意見交換。

実績

意見交換先

主な意見等

力次世代養殖戦略会議への参画

長崎大学本部、長崎大学熱帯医学研究所、

長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究科

研究者レベルで様々な企業と連携している状

況であり、新たな事業が生まれる可能性もあ

る。

医療関係企業の誘致に関しても、情報提供と協

力を依頼。

内容

環境と共生する養殖技術の開発を中心とした、新たな海洋産

業の創出をめざすプラットフォーム「次世代養殖戦略会議
(令和2年3月、長崎大学が設立)」に参画し、長崎特産魚

を生み出すプロジェクトや陸上養殖の技術開発等の取り組
みを産学官で推進している。

実纏

設

全体会

内容

令和2年3月

令和2年9月29日開催

養殖試験用振動流水槽飼育試験実施

養殖試験用浮沈生簀設置試験実施他

企業3 1、.団体1 3 計 44者

(R3年9月末現在)

参画者

-5 -

、

立



②クルーズ船メンテナンス事業

国際クルーズ拠点の形成と連携した、地域の主力産業である造船業を活かした国内初
のクルーズ船修繕事業の拠点化を進めることを目的に、関係機関の連携による受入環境
整備に向けた「長崎港におけるクルーズ船修繕事業の拠点化に関する関係機関連絡調整
会議」を設立。

現在は、新型コロナウィルス感染症拡大の影響でクルーズ事業が休止されており、

動向を注視している状況。

【参考】長崎港におけるクルーズ船修繕事業の拠点化に関する関係機関連絡調整会議

国土交通省九州地方整備局長崎港湾・空港整備事務所、国土交通省
九州運輸局長崎運輸支局、長崎商工会議所、一般社団法人長崎国際観
光コンベンション協会、三菱重工業繍、長崎県、長崎市(事務局)

構成機関

オブ

→ナ!^ノ{^

長崎税関、福岡出入国在留管理局長崎出張所、福岡検疫所長崎検疫支
所、長崎海上保安部

開催実績

【第 1
日

回】
時 令和元年8月28日(フK)

内容会議設立趣旨説明、メンテナンス・修繕・運用の
3要素を含めたクルーズ船修繕事業の拠点化の
取り組み紹介、今後の進め方、現地見学会

【第2回】
日時

内容

令和元年11月1日(金)
クルーズ船修繕事業の拠点化に向けた取り組みの進捗報告、
今後の進め方、各調整項目等協議



3 新たな「強み」を見出す取り組み

a}オープンイノベーション却の推進

既存企業の力を活用した新規事業創出を図るため、地域課題解決を切り口として、産

学官金の組織横断的な支援のもと、地場企業と県外企業との協業による事業化の検討な

どを行っており、現在複数のプロジェクトが立ち上がり事業化を目指している。

オープンイノベーション

自社以外の様々な組織や機関が持つ技術やアイデア、サービス、ノウハウ、データ、知識などを
組み合わせ、革新的なビジネスモデル、製品、サービスの開発につなげるビジネス手法のこと

【参考】オープンイノベーション型新規事業 1出イメージ

新規事業の創出

既亜馬弓二函

主体

地場企業等 E◇,

支援者

昨年11月には、第22回長崎サミットにおいて、「オープンイノベーション宣言」

行われるなど、まち全体で新たな産業を創出する機運が盛り上がりつつある。

【参考】第22回長崎サミットでの確認事項

協力して新規事業を創出

長崎市

外部との連携により、経済活性化につながる具体的な取り組みの成果を、これか
らの5年間で出していくことの重要性。

長崎がおもしろいという評価が全国に広がり、人が集まり、そして、ここでまた
新しいこと・おもしろいことが起こる、という大きな流れをつくる意思表示とし
てのオープンイノベーション宣言であること。

特に、新幹線開業効果の最大化、出島メッセ長崎、長崎開港450周年、長崎市恐
竜博物館のオープン、地域課題解決に向けた新しい各種プロジェクトの成功に向
けた連携の重要性。

当面の最重要課題としての、コロナ感染症拡大防止と経済の両立の施策を各分野
で強力に推進していくことの必要性。

くコ

他自治休

横断的支援

主体

実証の輸

金俄機

県外企業等



①進行中の主な案件

案件名おさかなサブスク(知サブスクリプション)

地域課題「漁業者の所得向上」の解決のため、大都市圏の消費者に新鮮で

種類が豊富な長崎の魚を定額で配達するビジネスモデル。

最新の冷凍技術「凍眠」を利用し、鮮度とおいしさを保ったまま、魚種の

豊富な長崎の魚を提供するもの。

概 要

【第1次実証実験】

ア実施期間令和3年2月~4月

イモニター約50名

ウ実証目的

サービス・価格(2万円、 2回/月)、品質、オペレーシヨンの検証'

確認など

工結果概要

鮮度につぃては高い評価を得ているが、一方で、量、料金やさし

み以外の商品展開などに検討の余地がある二とが分かり、商品化に向

け、今年度中に第二次実証を行うことを、参画企業全社の同意により

決定しナニ。

また、保険会社、航空会社など他企業からの連携の話も得ている。

進捗状況

^

【県外検討主休】

伊藤忠インタラクティブ繍、伊藤忠テクノソリューシヨンズ鵬

【県内検討主体】

愉ジョイフルサンアルファ、 F.デザインNAGASAK 1騰

サブスクリプション

製品やサービスを一定期間ごとに一定の金額(利用料)で提供するというビジネスモデルのこと

参画企業

※1

、
、

＼
一

ミ



案件名 茂木を起点とした持続可能なまちづくり

地域資源を活用した拠点整備、食を軸とした関係人口創出、滞在コンテン

ツの創出等が当面の目標。

最初のステップとして、複数の企業人材が滞在するサテライトオフィスを

誘致し、滞在人口・関係人口の流入を図る。

IT企業等の集積を目指し、企業間の交流による新たな事業の創出や、地

域資源の活用につなげたい。

【「都市部企業X地方(長崎)で働く」をテーマとしたイベント】

ア日時令和3年9月22日(フK) 17時30分~20時1 5分

イ内容新しい時代における、地方での都市部企業のサテライト設

遣や働き方プロデュースの可能性を模索する。

ウ参加県外企業18社20人、県内企業12社14人

工主催繍長崎経済研究所

概 要

進捗状況

オ協力 lnnovation space DEJIMA、(一社) work Desi即 Lab

SHIBUYA OWS、長崎市、雲仙市、 NAIGAICR則

力その他 10月末に第2回を開催予定

0Π11no

Evoh, 都市部企業X

● OXの^や,四として0切方^^詞".コロナ禍開.榔々与竪田から
^拓闇企員が「伐章員毛地方にてサチ5イト的に血ぴせ●」塊れがをτし喝
のでは芋しψ

暈亡したRε0翻埋^躍」や 1し乢、罰■'お、、しい喬事尋老背雫とした■
^生匿、地方で■きたい人嵐吋^璽^促劇尊といコた艶にてサデライ
十オつ'ス輩登0インセン,'づ藍計が可舵と卑0れるが宣当にそ3尊Φか?

で捻とう"のか?

や血モ方プロデユースの司粍性電畢素したし、

参画企業

【県外検討主体】

(一社) work Design Lab、伊藤忠インタラクティブ槻、欄CA C

【県内検討主体】

Na宮asaki House ,S;ら,Sミら(ゲストノ、ウス)

長崎

2021.9.22 Wed 117:30~?0:,5

運豊幅式壷h■^王踊^
唯力"゛,t幼B^伽」U'

^牡丑畢A^■^L●
'OW3

'ロ'に^



②その他検討中の案件

MaaS却へルスケア地などをテーマとした新たなプロジェクトの組成に向け、

て、県外企業、地場企業などの関係者と企画・検討を進めている。

※ I Maas (マース: Mobility as a service)

地域住民や旅行者一人一人の移動二ーズに対応して、数の公共交通やそれ以外の移動サービ
スを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的
地における交通以外のサービス等との連により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資す
る重要な手段となるもの。

フ白りエケト実紅に向けた調盤支援

※2 ヘルスケア

健康の維持や増進のための行為や健康管理のこと。

③オープンイノベーションを推進する体制の構築

ア名称 NA IGA I CREV、/

イ概要

オープンイノベーションの推進を支援するため、広域自治体・基礎自治体・メデ
イア・金融機関等が横断的に連携したチーム。

ウ支援機能

・長崎における地域課題抽出

・長崎地場企業等のネットワーク提供支援

・プロジェクト実証に向けた調整支援

・プロジェクトの伴走支援

工事務局槻十八親和銀行

オ構成長崎県、長崎市、雲仙市、 NBC、 KTN、 NCC、 N I B、長崎新

聞社、欄CAC、伊藤忠テクノソリューションズ繍、欄SA I KOH、

Innovation space DEJIMA、繍長崎経済研究所

【参考】 NA I GA I CREWイメージ

NAIGAICREVV..

オープンイノペーション型新規事業倉"出
支援チーム

「圧系百^「墓厩百^「^「、7男^ r^「1

オーフンイノベーションの推進

4つの支援機能

フロジ1クトの伴走支撰



④オープンイノベーション型新規事業 1出プロジェクト推進費補助金

複数の企業や大学等と連携し、オープンイノベーションの手法を活

概要用して行う新規ビジネス創出の取り組みに対して、必要な経費を補
助するもの。

補助対象者

以下の全てを満たす者

・長崎市内に事務所又は事業所を有する民間事業者であること

・風営法に該当するものでないこと

・民間事業者2者以上により構成されるグループで事業を実施

するもの、若しくは、民間事業者2者以上及び大学等により構

成されるグループで事業を実施するもの

補助対象事業

補助対象経費

オープンイノベーションを活用した新たなビジネスモデルの創出

に向けた取り組みであること。

補助上限額

補助率

報償費、消耗品費、通信運搬費、外部委託費、機械器具借上料、

原材料費、その他経費

50万円

冒

4/5

御社の
オープンイノペーション

応援します

.".

数の企業や大学等と迎携し、万ープンイノベー
ションの手法を活用して行う新規ピジネス創出の
取組に対して、噂要な経費を補助し衰す

まずはこ相談ください!

異燭市投所直工郎産案用政傾課立地創靈係

^11和叩yo.CI,,.間90如、ι.匂.炉π士

@
補助対象者

下昆のを瓢た写春

0鵬舶脚朗那峨如,'肌"
盡岩で勗ること.

."舶鯛●則那卵●如時'凋,

その他罫悶については岳幽市小ーム
虎一り妄こ覧ください.

る埴樟【晒和ユ3年珪揮用,22月)鮪2臭凱5項

に該当亨るものでは与いこヒ

0閥照●施耻,、'OM゛焔九一,
で畢用壱冥応するもの

民聞虫庭岩2者以上及び大学尋によつ槻成さ

れるグループて・昂至電婁誰亨るモの.

証諸はこちら!

桶助対訣業

下記の全工を蜘た亨畢桑

."ーカー水一加兆鄭肌筋"

【周知用チラシ】

写ビジネスモデルの朗出に向けた佃0岨み

勗ること

'"雌吠如艇佃"如艶佃
珪でに爽施した中達であ碁こと

曼,アイ〒1,、サー峯署歓m生停、'吾協岳のtと
ピユモ功伯■室化のた功の幽=モ血み色0せ、革料
"で断し偶仙甚割出軍●手塾
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補助対急

n、獅能品費、迎偲遍厳n、舛理委託n

畳概圏臭田上制、原靭斜賓、その他柾闘



スタートアップ知支援

新たなビジネスモデルを活用した新規事業創出を図るため、株式会社ふくおかフィナ

ンシャルグループ傘下の株式会社FFGべンチャービジネスパートナーズ(投資会社)

と連携協定を締結し、長崎で起業を目指す人の発掘・育成、起業家コミュニティの醸成

といった土壌づくりを目的としたスタートアップ支援プロジェクト「Na宮asakistart叩

C0叩ass」を立ち上げ取り組みを進めている。

スタートアップ

新たなビジネスモデルの構築や新たな市場の開拓を目指す起業。個人投資家やべンチャーキャピタ
ル(投資会社)から資金調達を行い、短期間での成長を目指す。

【参考】スタートアップ支援イメージ

FFG

ートアップ支援

t翁)、
新産菜創出に係る連携協定

0
長崎発起業支援九ジエクト

Nagasaki starヒUp compass

匝回厘司[ヨ

FFGべンチャービジネス゛fートづ、ズ

① Na宮asaki startup CⅨn山部(ナガサキスタートアップコンパス)

起業したい、スタートアップと関わりたい、しかし一歩を踏み出
せない人に対し、「ビジネスの生み出し方」「困った時に相談でき

る仲間」「起業の先輩」「起業に必要不可欠な知識」「事業計画の概要

作り方」など、起業に役立つ知識から実践的プログラムまで、幅
広い起業支援を提供するもの。

12

長崎市
Nagasaki city

事業内容

(委託事業)

運営繍FFGべンチャービジネスパートナーズ

・セミナー計4回

・起業家育成プログラム「コッコデショ U 計10回

・起業家コミュニティ活性化に係る専門人材の配置



②具体的取り組み

アセミナー

内容
県内外から専門家や先輩起業家を招鴫し、スタートアップに関する

機運醸成や必要なノウハウの提供などを行うもの。

イベント

イメージ

【第 1 回】

日時

場所

講師

令和3年7月12日(月)18:30~20:00

AGORA出島(出島町1 -1)

Gxpartners LLP マネージングパートナー&CO0

中原健氏

起業に欠かせないファイナンスの基礎知識

28名(会場参加8名、オンライン参加20名)実績

内容

受講者

【第2回】

日時

場所

講師

内容

毒

L■工1^^

国

区^ヨ

令和3年1 0月7日(木) 1 8:30~ 20

CO-D E J I MA (出島町2 -11)

弁護士橋本道成氏

起業の法務~「坂の町」長崎編~

00



イ起業家育成プログラム「コッコデショ U

内容

起業を目指す人を対象に、ビジネスモデルのブラッシュアップ(磨
き上げ)から、起業アイデアの仮説検証までを行う公募型の実践的
プログラム。

イベント

イメージ

thM時2

鵬庫掌ιLT

皐盟幸ら1卑柱丘の制冨n1ヰ梓,tいた1.
●腔ιキ"ι亀ノこⅡ

参加者】

・ 1 6名(男性9名、女性7名、年齢20~30代中心)

・起業の意思が強い人材を公募により選考

.長崎市に本社を置き、定額制宿泊サービス「He f H (ハフ)」
を提供しているスタートアップ企業「鵬Kabukstyle」の共同創
業者2名が運営。

r艶

【プログラム(予定)】

第1クール.考える力の体得
・ガイダンス第 1回

・事業創造のフレームワーク7月27日

本財務、資本政策講義第2回

・資金調達、 P R ・ SNSマーケティング義8月26日

・長崎市の課題解決(事業)を考えるグループワーク
第3回

・事業計画の基礎知識
9月28日

・事業計画の発表・論議

第2クール:観光事アイデア実習

第4回
・長崎市の課題解決(事業)を考えるグループワーク

第5回
・事業計画の発表、磨き上げ

第6回

第3クール.起業アイデアの実現

第7回
・起業アイデアの発表、壁打ち却

第8回

第9回
・プレゼンテーション、コンテスト

第 10回

IM叫1
が起粛する

実

中,カケとは」

※1 壁打ち

漠然としたアイデアを元にして他の人と話し合うことで考えを深め、具体的なビジ
ネスなどにつなげていくビジネス手法のこと



'

ウ起業家コミュニティ活性化に係る専門人材の配置

内容

起業に必要な知識を持つ専門人材が、週1回程度、起業家コミュニテ

イを訪問し、コミュニティの形成や活性化を支援するとともに、市外

のコミュニティや起業支援機関とのネットワーク化を支援する。

また、随時、セミナー参加者や起業家育成プログラム「コッコデシ

ヨ!」受講者のフォローアップを行う。

活動状況

【参考】主な起業家(スタートアップ関連)コミュニティ

市内の主な起業家(スタートアップ関連)コミュニティを訪問し、

施設管理者との情報共有等を行うとともに、利用者に対して相談会

を実施。

施設名

CO-DEJIMA

成長が見込まれるスタートアップ企業やそれを目

指す、企業、大学、金融機関など様々な人材が交流

し、アイデアや技術を高め合うための拠点。
設置主体:長崎県

所在地:出島町2-11 2F
開設時間:12:00~20:00

休館日:日・月・祝・年末年始

長崎大学

ラウンジNOVE

概要

長崎オープンイノベーション拠点の一部として長
崎大学内に開設されたスペース。
学生のみならず、社会人(卒業生、教職員、行政、
起業に属する社会人等)との交流を積極的に行う
ことにより、長崎におけるオープンイノベーショ
ンの発信地を目指す。
設置主体:長崎大学

AGORA出島

亀山社中スタートアップ

フリーランスや企業で働く人が、テレワークやコ
ワーキング(シェアオフィス)といった新しい働
き方を実現するための交流スペース。
設置主体:欄コミュニティメディア
所在地:出島町1-1
開設時間:10:00~20:00
定休日:月・祝

HafH

N a g a s a k l

起業したい20代・学生向けの起業家・スタートア
ツプハウス。
設置主体:総イグアス
所在地:片淵4丁目
定員:6名

S A I

定額制宿泊サービス fHa 「 H (ハフ)」を提供す
る側Kabukstyleが提供する交流スペース。
設置主体:繍Kabuk style
所在地:古川町5-21

15



4 新しい形の第一次産業を育てる取り組み

一次産業においては、輸入品の増加や直近では新型コロナウィルス感染症の影響などの

社会環境の変化や気象、病害虫、害獣の影響など困難かっ予測しがたい要素も多いことか

ら、収益の安定が難しく、後継者が不足し、その結果、従事者の減少、高齢化が続いてい

る。

このような状況においても、一次産業が変化し、進化していくため「高付加価値化」「生

産性の安定、向上」の観点から取り組みを進めている。

川高付加価値化

一次産業では、生産物の価格の変動が大きく、生産量の増加は必ずしも生産者の所得

向上にっながらず、生産者の経営が安定しない要因であることから、生産物を安定かっ

より高い価格で販売する二とが課題となっている。

そこで、価格の向上、安定を図るため、新規需要の開拓に対応し、他産地物と差別化、

高付加価値化に取り組むことで、新たな販売先、販売方法を開拓し、生産者の経営安定
を目指している。

ア主な取り組み内容

a 販売先の拡大と価値の付加

①おさかなサブスク【再掲】

デジタルマーケティング事業を展開している伊藤忠インタラクティ

ブ(東京)と長崎の企業が連携し、オープンイノベーシヨンの手法で長

崎市の水産業における課題解決に取り組んでいる。

首都圏の消費者を主なターゲットとし、全

国ト、ソプクラスと言われる長崎の豊富な魚種

を鮮度低下が少ない急速冷凍機で凍結したも

概要のを商品化し、サブスクリプション(月定額
@

制Dで販売することで、長崎の魚のブランドカ

の向上と漁業者の所得向上を図り、水産業の

持続的な発展をめざしている。
.

令和3年2月から4月までの第一次実証実

験を終了し、現在、さらにブラッシュアップし

て第二次実証実験を計画している。



②HACCP知等の推進による輸出環境整備

食のグローバル化が進む中、米国や欧州連合(E山等においては、食

品に輸入に対してHACCPによる衛生管理を義務付けており、輸出先国か

ら求められている衛生基準や二ーズに対応するために必要な施設や設

備の整備を支援している。

HACCP (ハサップ)

食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するおそれのある微生物汚染等の
危害をあらかじめ分析(HazardA胎lysis)し、その結果に基づいて、製造工程の
どの段階でどのような対策を講じれぱより安全な製品を得ることができるかとい

う重要管理点(critical control point=CCP)を定め、これを連続的に監視する

ことにより製品の安全を確保する衛生管理の手法

京泊町水産加工事業所への導入状況

実績

(現状)

③ゆうこうシマアジなど特徴ある生産の推進(業・水産業の連携)

養殖業の新規市場開拓や産地間競争への対応として、養殖魚の高付加
価値化、差別化を図るため、養殖魚の餌に柑橘類を添加する「フルーツ

魚」が注目されている。

■

概要

長崎伝統柑橘「ゆうこう」

抗酸化作用がある長崎市の伝統柑橘『ゆうこう』を養殖シマアジの餌

に添加した『ゆうこうシマアジ』が誕生し、地元量販店や通信販売事業

者との取扱いが実現した。

農業と水産業が連携し、長崎らしい養殖魚が誕生するとともに、廃棄
されるゆうこうの搾りかすを活用することで、環境に配慮した SDGS に

もつながることから、今後も、シマアジだけでなく、他の魚種への展開

などについても生産者と連携していく予定。

【ゆうこうシマアジ実績】

0販売先県内量販店、通信販売事業者、飲食店

0販売実績令和3年7月約3,000尾

シマアジ

実績



④高品質ビワの選果に向けた選果機の開発(1CT(情報通信技術)官民学の連携)

長崎県、長崎市、 JA、民間企業、大学及び生産者等と共同で組織す

る「長崎びわ生産コンソーシアム」が、令和2年度から令和3年度にか

けて、国の事業である「スマート農業技術の開発・実証プロジエクト」

及び「スマート農業加速化実証プロジェクト」を活用して、果実の品質

を保証したブランドびわの出荷に係るスマート農業技術の実証等に取り

組む。

概要

構成員

実績

長崎県慨林技開発センター、央振興局、農産園芸副、長崎西業協同組合、
NP0法人ドローンエイド、国立大学法人徳島大学、脚SW、ヤンマー刎ーンシステム鵠、
侑)トーワテック、剛ンダイ觸ワンダーリーフ、長崎市林振興課

【令和2年度】

川原びわ集出荷場(三和地区)へびわの重量や糖度と内部腐敗を非破壊

で判別するセンサーを搭載したスマート選果システムを新規開発し、導入。

:魯::::.
..、、...
.亀●、阜..



②生産性の安定、向上

一次産業は気温や水温をはじめとしたさまざまな自然環境が生産量や品質に大きく

影響を受ける。また、生産は、人による多くの作業と個々の生産者の経験に依存する部

分が多いものの、従事者の高齢化が進んでいることから、1CTの活用など新しい技術を

積極的に導入することで所得向上と生産量の安定につなげ、持続性のある産業に育てて

いく必要がある。

ア主な取り組み内容

a 複合化による経営の安定

①養殖魚の複合化、付加価値向上による養殖業経営の安定

長崎市ではトラフグをはじめ、マダイやシマアジ、マグロ、ブリ、カ

キなど、様々な種類の養殖業が行われているが、市内でも特に事業者数

が多く、トラフグの一大産地となっている長崎市たちぱな漁業協同組合

では、台風等の自然災害や疾病等への対応として、トラフグのみの単一

魚種の養殖からマダイ、シマアジなど、複数の魚種を組み合わせて養殖

する取り組みを進め、りスク分散することによる養殖業の経営安定に取

り組んでいる。

長崎市では、ニーズが高まるシマアジ種苗の増産を図るとともに、養

殖魚として可能性のある新たな魚種について県と連携した検討を進め

ている。

概要

実績

(現状)

【複合魚種の事伊n

0 トラフグ十(マダイ、シマアジ、サバ)

0マガキ十イワガキ

【県において養殖用の新魚種開発を行っている魚種】

0ウスバハギ、サバ類
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②ビワとの複合栽培による経営安定

ピワの補完作物として、収穫時期が重ならず、比較的労力がかからな

概要い品目を導入する取り組みを進め、複数の品目を栽培する複合経営によ

る経営安定を図る。

長崎びわ産地活性化推進協議会において、イノシシによる作物被害が

少ないショウガや取り組みやすく需要の見込みがあるユーカリなどの

補完作物について試行栽培を行い、出荷を行っている。

また、令和元年度からは、新たな補完作物として、栽培に比較的労力

がかからず、高収益が見込まれる「アボカド」に着目し、長崎市におけ

る栽培環境の適応性について農家と協働で試験研究を行っている。

実績

(現状)

市農業センターでのアボカド試験研究状況

爪刀ト

"勉
"1舶・



b 高度化による品質の安定や向上、規模の拡大

①養殖管理の高度化、省力化

魚類養殖において、水温や塩分、溶存酸素などの環境データをりアル

タイムに把握するためのテレメータシステムの入について支援を行

つている。今後も、 A 1技術を活用した自動給餌システムなど、新たな

技術を活用した管理の高度化、省力化を支援し、品質の安定により収益

性の向上、規模の拡大をはかる。

概要

実績

(現状)
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②施設園芸の高度化(イチゴ、花)

イチゴや花につぃては、ビワに続く地域ブランドとして成長してお

り、更なる生産の効率化、拡大に向けて、低コスト耐候性ハウス等の施

設園芸の推進と併せ、ハウス内の温度、湿度、C02 濃度等の測定及び制

御を行う環境制御技術の導入の推進を行っている。

概要

0イチゴ

【令和元年度】

・低コスト耐候性ハウス(環境制御技術を含む)の導入

( 1 団体、 4棟、 5,416.5 rrf)

【令和2年度】

・低コスト耐候性ハウス(環境制御技術を含む)の入

( 1 団体、 3棟、 5,208 rrr)

・既存ハウスへの環境制御技術の導入(1 団体、 5棟、 3,010rrr)
実績

(現状)

0花

【令和元年度】

,低コスト耐候性ハウスの導入(1 団体、 3棟、 2,604 nr)

【令和2年度】

・低コスト耐候性ハウスの導入(1 団体、 2棟、 1,080r6)



3果樹栽培の高度化(ビワ)

長崎県、長崎市、 JA、民間企業、大学及び生産者等と共同で組織す

る「長崎びわ生産コンソーシアム」が、令和2年度から令和3年度にか

けて、国の事業である「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」

及び「スマート農業加速化実証プロジェクト」を活用して、生産の高度

化を図るスマート農業技術の実証等に取り組んでいる。

概要

実績

(現状)

【令和2年度~】

ドローンによる農薬散布や果実の運搬、 LED補光による果実糖度の

向上などに係る実証実験を行っている。


